
寒いせいか魚は水槽でジッとしています。ほとんど動きません。そして
エサをあまり食べません。エサを与えすぎは水に良くない季節です。エ
サをたくさん食べないので水が汚れてしまう恐れがあります。幸いにも
大きくはなりにくいのでその辺は安心ですが動かないので観察しても面
白くないのが残念です。水草も成長スピードがかなり遅いです。ヒー
ターがあった方がやはり一年中元気に泳ぐんだろうなぁ・・・。しかしここ
はあえて使わない方向性で行きます。
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理念指数とは
2010年1月より自社が設置した防犯機器により、犯
罪の証拠となる映像が記録できたり、その映像がも
とで犯人逮捕に至った件数など、自社の理念即ち
“犯罪０の社会”“安全で安心な社会”を目指した
指数です。

理念指数　１3件

今年の件数

  6 件

防犯講演のことなら
我社にお任せください

§経営理念§
我々は自社が存在する必要のない
安全で安心な社会の実現を目指します
～理念の実現が存在意義の道しるべ～

県内の自転車盗が多発しております。
自転車盗は、平成23 年中1,747 件発生し、前年比264 件減少（13.1％減少）しました。
ＪＲ坂出・善通寺・金蔵寺の各駅では、自治体が中心となって、駅駐輪場に防犯カメラを
設置するなど、自転車盗抑止活動を推進し、大幅に自転車盗の発生が減少しました。
その中でも平成22年度にワーストワンだったJR坂出駅周辺駐輪場には我が社がカメラを設
置し、その結果ワーストワン解消になっております。
防犯カメラが有ると無いとでは犯罪件数が大幅に違います。皆様も防犯意識を持ち、大切
な自転車を盗まれないためにも、頑丈な鍵で確実に施錠しましょう。ちなみにJR善通寺に
もカメラを設置させていただいております。

主に被害が多かった所ランキング！！

≪平成23年≫　　　　　　　　　　　　　　≪平成22年≫
1位　JR丸亀駅周辺駐輪場　　５２件　　　　1位　JR坂出駅周辺駐輪場
2位　イズミゆめタウン高松　２７件　　　　2位　イズミゆめタウン高松
3位　JR宇多津駅周辺駐輪場　２６件　　　　3位　JR丸亀駅周辺駐輪場
4位　JR坂出駅周辺駐輪場　　２４件　　　　5位　JR宇多津駅周辺駐輪場
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飼育部　　　飼育部部長バイク王/藤倉

節分とは・・・

節分とは「季節を分ける」こ
とを意味し、本来は立春・立
夏・立秋・立冬の前日のこと。
狭義では、立春の前日を指
し、2月3日頃。雑節の一つ。
《由来》
中国から伝わり、709年から
宮中で行われた追儺(つい
な)の儀式が由来。鬼に扮し
た人を、矢などで追い払う
ものだったが、それが次第
に広がり、現在の形になっ
た。

見て、触って、確かめて。安心・納得！後悔させ
ない！！
実際にどんな感じで撮影できるの？思った範囲
が撮れるの？画質は？と言った疑問・不安を商
品でお試しいただき、安心・納得してご購入いた
だける無料お試しサービス｢ためして買ッテン｣３
日間、商品を無料でお試しいただき、ご納得の
上でご購入いただけます。お試し期間の費用、
仮設置・撤去にかかる費用も一切無料のサービ
スです。是非一度お試しください。（香川県内に
限る）

大人用１５７５円

香川県を日本一安全で安心な街にしたい！
そんな思いからパトカサは生まれました。

今回三重県のボランティア団体からパトカサの注
文がありました。パトカサの輪が県外まで広がって
きましたよ！！
嬉しい限りです。
安心安全な街づくりは全国一緒です。もっとパトカ
サの輪を増やしていき安心な暮らしのお手伝いを
していきたいと思います。

お急ぎください！！法令で小規模社会福祉施設の火災通報装置設置
が義務化されています。

　　　　　　　　設置期限は2012年3月末日までです。

我が社
にお任さ
下さい。

是非試してみて下さい

オレオレ詐欺相次ぐ！

息子を装って現金を要求す
る不審電話が、香川県高松
市内で相次いでいます。
 電話では、息子を装った男
が「風邪をひいて声がおか
しい。携帯電話の番号を変
更した」と話し、翌日に「借
金で困っている」「浮気相手
との示談金が必要になっ
た」などとして、数百万円を
要求する内容です。
不審な電話があればすぐ
110番へ通報してください
ね！！

子どもを狙った犯罪が多発しています。
犯罪に遭わないために、どのような犯罪が多いのかを知り、大人
が注意することが必要です。
子どもの安全を揺るがすような事件が後を絶たず、不安な気持ち
で過ごされている方も多いと思います。地域ぐるみの活動や、学
校の取り組み、最新のカメラや非常連絡システム、位置確認シス
テムなどの導入など子どもの防犯対策は、ハードとソフト、そし
て個人・家庭・学校・地域のそれぞれの単位で複合的に行うこと
が重要です。その中で、すぐにでもできることとして、もう一度
子どもと「安全対策」に関して話をする機会をもちましょう。


